
　

　

厚生労働省は5月14日、2024年度に改定した65歳以上の介護保険料（自治体別）を発表しました。

全国の平均月額は6,225円となり、3年前の改定と比較すると211円で、3.5%上がりました。介護保険制度が始まっ

た2000年の2,911円から2倍以上となり、過去最高を更新しました。

地域のばらつきも広がっています。最も高い大阪市の9,249円、最も低い東京都小笠原村の3,374円では約3倍

の差です。

一人暮らしの高齢者の比率が高いため

・大阪市の65歳以上の高齢者の

独居割合 45.0%

要介護認定割合 27.4%

・全国平均65歳以上の高齢者の

独居割合 29.6%

要介護認定割合 19.4%            

民間の介護事業者参入しておらず、介護保険

適用の施設がないため、介護サービスの利用

が少ないため。

2024年度から介護保険料の標準段階が

所得に応じ9段階から13段階へ増えました。

それにより高所得の高齢者保険料を高くす

る応能負担が進みました。

これにより、

保険料を増額した保険者 45.3%

保険料の据え置き保険者 37.2%

保険料を減額した保険者 17.5%

となり、増額した保険者は減り、据え置きや

減額した保険者は増えました。

介護保険制度の持続可能性を維持するために

今後の保険料の上昇とともに財源構成の比率

（公費負担割合）の拡大も課題となります。
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■厚生労働省「第9期介護保険事業計画期間における介護保険の第1号保険料及びサービス見込み量等について」
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_40211.html

MCI状態での

認知予防が重要

介護保険料の財源

● 大阪市の介護保険料はなぜ高い?

● 小笠原村の介護保険料はなぜ安い?

● 保険料の多段階化による応能負担へ

公費負担割合の拡大も課題
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高齢者の単身者が増えています。とくに男性の高齢単身者が増えています。単身者は外食が多く、外食は食生活に

欠かせないものになりつつあります。

生活習慣病が健康寿命の最大の阻害要因と考えられています。生活習慣病は日常の食事、運動等の生活の積み重

ねにより引き起こされます。外食が増えると栄養バランスが偏りがちになり生活習慣病につながります。

健康管理と健康長寿のために、外食を日常的に利用する場合は、店舗やメニューの選び方に慎重な配慮が必要です。

私たちグリーンケア取扱店に、お気軽にお問い合わせください。

健康長寿

外食の選び方

■ 厚生労働省 e-ヘルスネット 「外食の選び方」

https://www.e-healthnet.mhlw.go.jp/information/food/e-03-005.html
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